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2024年度八島ヶ原湿原植生のニホンジカ被害に関する調査報告

八島ヶ原湿原におけるニホンジカの侵入状況
信州大学山岳科学研究拠点

瀧井 暁子
 機種:Bushnell Trophy Cam HD

動画撮影15秒・撮影間隔 1～60秒
湿原柵沿いに4～5地点、7～9台

* 2020年6月にKiri8 追加設置
*2022年12月にKiri9追加設置（HykeCam）

 毎月1回カメラ確認および痕跡
確認の踏査
2011年から継続調査を実施

 種ごとの撮影頻度指数を算出
撮影頻度指数ＲＡＩ=

(撮影回数〔回〕/カメラ稼働日数〔日〕)×100
(O‘Brien et al. 2003)
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目的:ニホンジカの柵内への侵入状況を監視

Kiri9★

１. センサーカメラ調査

2024年:
❶メス2歳:2023/3/12から滞在中（～2025年12月末頃まで）
❷メス成獣＋当歳仔:2024/7/10から滞在（2025年1月下旬まで）

２．ニホンジカ侵入状況

*カメラチェック
最終日:
2024/2/20

5/8 湿原西 7/15 湿原南西

個体 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

メス2歳

メス

成獣
10日頃

当歳仔

1/31 湿原西

各地点における撮影日数（柵内、2024年）

K1,2（低木林）:撮影日数が最も多い
 毎年6月初旬に当歳仔確認．主にメスの

利用場所
K8（開放地）:で多く撮影:6～9月に多い
 ニッコウキスゲなどを採食
 柵外でも撮影が多かった

場所 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

K1,2 4 4 12 7 8 4 9 2 3 2 4 59

K3,4 2 2 1 2 2 5 1 2 17

K5,6 2 2 3 2 2 2 1 14

K7 2 2

K8 3 2 1 12 12 10 4 1 5 3 53

K9 1 1 6 1 3 5 1 18

表．柵内で確認したニホンジカの各地点における月ごとの撮影日数（2024年）．

 植物成⾧期と秋季

2011～2024年のニホンジカの侵入状況

表．2011～2024年に柵内に侵入したシカ.

図．2011～2024年に侵入したシカの侵入時期と滞在期間.

2023
侵入メス

❶ 侵入時期

❷ 滞在期間

年 性別 年齢 侵入月 期間(日） 備考

1 2011 オス 1歳 6月 314 GPS個体

2 メス 成獣 10月 278+

3 オス 1歳 10月 479+ 1尖

4 2012 オス 成獣 10月？ 44+ 4尖

5 2013 メス 1歳 7月 198+
6 2014 オス 0歳 4月 254+
7 メス 成獣 5月 143+
8 オス 1歳 5月 5+ 1尖

9 2015 オス 成獣 9月 118+

10 2016 メス 1歳 6月 196+
11 2017 ー
12 2018 メス 1歳 6月 206+
13 オス 1歳 5月 1+ 1尖

14 2019 メス 成獣 5月 240+ 柵内で出産

15 2020 メス 成獣 5月 219+ 柵内で出産

16 2021 メス 成獣 4月 274+ 柵内で出産

17 オス 1歳 9月 126+
18 メス 1歳？ 10月 86+
19 オス 成獣 10月 10+ 4尖

20 - 0歳 10月 72+
21 2022 メス 1歳 4月 287+
22 メス 成獣 4月 239+ 柵内で出産

23 2023 メス 1歳 3月 658+
24 2024 メス 成獣 7月 191+
25 メス 0歳 7月 205+ 親子

 9ヶ月以内に出る個体が多い
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*積雪深は鷲ヶ峰ヒュッテHPから引用 https://nature2.jp/marsh/weather/2019.pdf

2020年

３．柵外のニホンジカ撮影状況（2020～2024年）
2021年

2023年

図2．2020～2024年の柵外のシカ撮影頻
度と最大積雪深の関係

2022年

2020 2021 2022 2023 2024
初撮影日 2月23日 3月10日 4月6日 3月12日 4月3日
最終撮影日 1月23日 12月19日 1月20日 1月21日 2月29日

表．柵外のシカの初認日と最終撮影日 (2020-2024)．

2023年

2024年

４．中・大型哺乳類の撮影状況

 2024年:７種の中・大型哺乳類を確認
 北側の柵外でニホンカモシカ撮影
 2024年はイノシシの撮影少なかった

2021年

表．撮影された野生動物．
●は2024年に撮影．

図．2020～2024年の動物種ごとの撮影頻度．

2020年

2023年2022年 2024年
種名 湿原西 湿原東 湿原北

ウサギ目ニホンノウサギ ● ● 〇
食肉目 ツキノワグマ 〇 〇

アカギツネ ● ● ●
タヌキ ● ● ●
アナグマ ● ● ●
ニホンテン ● ● ●
ハクビシン 〇

偶蹄目 ニホンカモシカ ●
ニホンジカ ● ● ●
イノシシ ● 〇 ●

ニホンカモシカの撮影
・湿原の西・北
・2024年6月14、17日（別個体）

2024/6/17 9:59
湿原北

2024/6/14 11:28
湿原北

イノシシの撮影
・湿原の西・北
・2024年４月19日、5月10、22日、7月29日 （いずれも夜間、単独）

2024/4/19 20:42、22:19
湿原北

5．まとめ
 2024年:7月に侵入

親子。ゲートが閉じられていなかった?

 2023～2024年:柵内で越冬
昨年末頃に柵外へ。

 シカの利用状況:植物成⾧期にあわせ利用
貴重な植物群落の保護には柵が必要。

防護柵の維持管理の必要性

・出入口の戸締り対策
・定期的な点検
・高さの維持

維持管理でシカ
を入らせない！

2024/4/18 18:25
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